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陸上送変電設備

陸上組み立て

丸
紅
な
ど

３
社
合
弁

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
と
鹿

島
で
は
、
共
同
施
工
体
制
の

構
築
に
よ
り
両
社
が
そ
れ
ぞ

れ
の
優
位
性
を
生
か
し
、
風

況
調
査
に
基
づ
く
適
地
検
討

か
ら
設
計
・
施
工
ま
で
ト
ー

タ
ル
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
は
海

洋
構
造
物
の
設
計
・
施
工
に

豊
富
な
実
績
が
あ
り
、
今
後

の
洋
上
風
力
発
電
で
有
力
と

な
る
鋼
構
造
式
基
礎
の
設

計
・
施
工
分
野
に
お
い
て
優

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い

る
。
一
方
、
鹿
島
は
各
種
の

大
型
海
上
工
事
の
経
験
に
加

え
、
風
況
調
査
か
ら
風
車
支

持
物
の
大
臣
認
定
取
得
ま

で
、
風
力
発
電
に
関
す
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
務
と
風

力
発
電
所
の
設
計
・
施
工
に

つ
い
て
多
く
の
実
績
が
あ

る
。
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

優
位
性
を
生
か
し
て
、
急
速

な
活
性
化
が
予
想
さ
れ
る
洋

上
風
力
発
電
市
場
に
お
い

て
、
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
る
。

ま
た
、
風
車
の
大
型
化
に

対
応
し
て
、
建
設
工
事
に
必

要
な
大
型
建
設
用
作
業
船

（
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
の
共
同
保
有
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
熱

国
営
電
力
と
売
電
契
約

丸
紅
は
１３
日
、
同
社
が
３５

％
を
出
資
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ラ
ン
タ
ウ
・
デ
ダ
ッ
プ

地
熱
発
電
事
業
に
つ
い
て
、

運
営
法
人
が
同
国
の
国
有
電

力
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｎ
と
、
３０
年
間

に
わ
た
る
売
電
契
約
を
締
結

し
た
と
発
表
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
丸

紅
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
地
熱
開
発
事
業
を
手
掛
け

る
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
エ
ナ
ジ
ー

社
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
拠
を

置
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
の
Ｇ

Ｄ
Ｆ
ス
エ
ズ
が
出
資
す
る

「
シ
ュ
プ
リ
ー
ム
エ
ナ
ジ

ー
・
ラ
ン
タ
ウ
・
デ
ダ
ッ

プ
」
が
運
営
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
南
部
の
ラ

ン
タ
ウ
・
デ
ダ
ッ
プ
地
域
で

２
０
１
６
年
の
運
転
開
始
を

目
指
し
、
出
力
２２
万
㌔
㍗
規

模
の
地
熱
発
電
所
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。

持
続
的
な
利
用
へ
用
途

開
拓
と
他
資
材
と
の
差

別
化
を

道
路
は
路
体
、
路
床
、
下

層
路
盤
、
上
層
路
盤
、
基

層
、
表
層
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
。
一
般
的
に
路
体
に
は

土
、
路
床
に
は
砂
な
ど
の
天

然
資
材
が
用
い
ら
れ
る
が
、

路
床
の
強
化
の
た
め
に
ス
ラ

グ
を
混
合
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
あ
る
。
路
盤
は
、
路
床

の
上
に
設
置
さ
れ
る
層
で
、

表
層
か
ら
の
荷
重
を
支
持

し
、
分
散
さ
せ
て
路
床
に
伝

え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
比
較
的
支
持
力
が
小
さ

く
安
価
な
資
材
を
用
い
る
下

層
路
盤
と
、
支
持
力
の
大
き

い
良
質
な
資
材
を
用
い
る
上

層
路
盤
が
あ
り
、
下
層
路
盤

で
は
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
ほ
か
再

生
砕
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
再

生
資
材
が
競
合
し
て
お
り
、

上
層
路
盤
で
は
天
然
資
材
並

み
の
品
質
と
コ
ス
ト
競
争
力

を
併
せ
持
つ
鉄
鋼
ス
ラ
グ
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
硬

質
で
耐
摩
耗
性
に
も
優
れ
て

い
る
た
め
、
表
層
で
用
い
ら

れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

用
骨
材
と
し
て
も
優
れ
た
機

能
を
発
揮
し
て
い
る
。
優
れ

た
強
度
と
長
期
的
耐
久
性
に

よ
り
、
施
工
後
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
容
易
で
長
寿
命
な

上
、
施
工
直
後
の
交
通
解
放

も
可
能
。
さ
ら
に
、
小
雨
の

中
で
も
路
盤
の
締
め
固
め
作

業
が
行
え
る
な
ど
、
施
工
性

に
も
優
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
優
れ
た
性
質
に

加
え
て
、
安
定
し
た
供
給
と

均
一
な
品
質
が
高
く
評
価
さ

れ
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
作
業
で
も
多
く
の
鉄
鋼

ス
ラ
グ
製
品
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
震
災
に
よ
る
液
状
化

な
ど
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
茨
城
県
の
潮
来
市
や
鹿
嶋

市
な
ど
で
は
、
今
で
も
道
路

の
隆
起
や
仮
設
上
下
水
道
に

よ
る
緊
急
対
応
が
取
ら
れ
て

い
る
地
域
が
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
復
旧
に
は
時
間
を
要
す
る

見
込
み
だ
。

こ
の
地
域
で
道
路
工
事
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
鹿

島
出
張
所
の
岡
芹
繁
明
所
長

は
、「
山
の
な
い
こ
の
地
域

で
は
、
天
然
資
材
並
み
の
利

用
が
可
能
な
鉄
鋼
ス
ラ
グ
は

重
要
な
資
材
。
天
然
砂
と
同

等
の
取
り
扱
い
が
可
能
で
、

均
一
な
品
質
で
の
安
定
供
給

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
新
日
鉄
住
金
鹿
島
製
鉄

所
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
当
社
で
も
多
く
の
鉄
鋼

ス
ラ
グ
を
活
用
し
て
い
る
」

と
、
現
場
で
の
評
価
も
高

い
。
こ
の
地
域
で
は
、
上
下

水
道
管
な
ど
埋
設
工
事
に
め

ど
が
立
ち
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
道
路
工
事
が
始
ま
る
。

液
状
化
対
策
と
し
て
も
引
き

続
き
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
需
要
増

は
続
く
見
込
み
だ
。

一
方
、
こ
う
し
た
需
要
は

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
継

続
的
な
需
要
拡
大
を
図
る
に

は
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
細
田

衛
士
教
授
は
「
今
回
の
好
況

は
、
大
震
災
に
よ
る
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
継
続
的
な

需
要
を
確
保
し
、
持
続
可
能

な
利
用
体
系
を
構
築
し
て
い

く
に
は
、
他
の
資
材
と
の
差

別
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
れ
に
は
経
済
性

だ
け
で
な
く
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ

に
適
し
た
用
途
を
い
か
に
開

拓
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ

う
」
と
分
析
し
て
い
る
。
今

後
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大

へ
、
用
途
開
拓
と
差
別
化
が

鍵
と
な
る
。

利
用
拡
大
へ
デ
ー
タ
の

蓄
積
と
開
示
も

施
工
性
の
高
さ
と
長
期
耐

久
性
と
い
う
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の

特
性
は
、
一
般
道
路
だ
け
で

な
く
農
道
や
林
道
に
お
い
て

も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

利
用
が
進
ん
で
い
る
。
農
業

や
林
業
が
盛
ん
な
大
分
県
で

は
、
新
日
鉄
住
金
大
分
製
鉄

所
の
開
発
し
た
簡
易
舗
装
材

を
県
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と

し
て
認
定
し
、
利
用
を
推
進

し
て
い
る
。
こ
の
簡
易
舗
装

材
は
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
特
有
の

潜
在
水
硬
性
（
水
と
反
応
し

て
自
ら
固
ま
る
性
質
）
を
利

用
し
た
製
品
で
、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
な
現
場

で
の
慎
重
な
品
質
・
施
工
管

理
が
不
要
。
さ
ら
に
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
比
べ
て
コ
ス
ト
も
大
幅
に

抑
え
ら
れ
る
上
、
容
易
な
施

工
も
可
能
と
い
う
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
の
良
さ
も
大
き
な
利
点

だ
。林

業
を
健
全
に
運
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
間
伐
な
ど

の
森
林
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
適
切
な
実
施
に
は

路
網
（
林
道
）
整
備
が
不
可

欠
と
さ
れ
て
い
る
。
林
野
庁

で
も
路
網
整
備
を
森
林
再
生

に
お
け
る
重
要
施
策
と
位
置

付
け
て
い
る
。
今
後
、
補
助

事
業
な
ど
を
通
し
た
全
国
的

な
路
網
整
備
事
業
の
実
施
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分

野
に
お
け
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製

品
の
さ
ら
な
る
利
用
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
た
、
農
道
整
備
で
も
簡

易
舗
装
材
が
活
躍
し
て
い

る
。
簡
易
舗
装
材
は
、
大
型

重
機
が
な
く
て
も
施
工
可
能

な
上
、
車
や
農
業
機
械
が
通

行
可
能
な
高
い
強
度
も
実
現

で
き
る
。
さ
ら
に
、
道
路
の

除
草
効
果
も
あ
る
上
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
と
比
べ
て
コ

ス
ト
も
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る

な
ど
農
家
の
負
担
軽
減
に
大

き
く
貢
献
す
る
。
実
際
に
農

家
の
手
で
整
備
さ
れ
た
農
道

を
見
学
し
た
細
田
教
授
は
、

「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
活
用
手
法

の
多
様
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

と
し
て
の
利
用
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
、
適
切
な
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の

理
解
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
利
用
拡
大

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
」
と
、
鉄
鋼
ス
ラ

グ
製
品
の
デ
ー
タ
化
と
情
報

開
示
の
重
要
性
を
示
唆
し

た
。

セ
メ
ン
ト
と
並
ん
で
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
利
用
が
多
い
分
野
が
道
路
用
資
材
だ
。
高
炉
ス

ラ
グ
や
製
鋼
ス
ラ
グ
を
破
砕
・
整
粒
し
て
製
造
す
る
も
の
で
、
こ
の
２
つ
を
単
体
ま
た

は
混
合
で
利
用
す
る
路
盤
材
の
ほ
か
、
製
鋼
ス
ラ
グ
か
ら
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
用

骨
材
も
造
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
高
い
品
質
と
支
持
力
が
要
求
さ
れ
る
上
層
路
盤
で
は

ニ
ー
ズ
が
高
い
。
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
液
状
化
し
た
道
路

の
復
旧
で
需
要
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
優
れ
た
施
工
性
と
耐
久
性
を
有
し
て

お
り
、
農
道
や
林
道
な
ど
で
の
利
用
も
進
ん
で
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
の
施
行
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
と
並
ん
で
洋
上
風

力
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
新
日
鉄

住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
鹿
島
は
１５
日
、
共
同
施
工

体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
た
と
発
表
し

た
。
両
者
で
は
今
後
、
年
間
１０
万
㌔
㍗
級
の
大
型
洋
上

風
力
発
電
設
備
を
施
工
し
、
５
年
で
５０
万
㌔
㍗
を
目
指

す
方
針
で
、「
年
間
２
０
０
億
円
程
度
の
売
り
上
げ
に

つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

本
格
的
な
普
及
に
向
け
、
各

省
が
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

始
め
た
。
多
く
の
省
庁
が
補

助
金
や
規
制
の
見
直
し
に
よ

り
再
生
エ
ネ
の
開
発
や
利
用

を
積
極
的
に
促
す
方
針
を
見

せ
る
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

行
政
の
主
軸
を
担
っ
て
き
た

経
済
産
業
省
で
は
、
こ
こ
に

来
て
省
内
の
温
度
差
が
表
面

化
。
他
省
庁
と
の
意
識
の
違

い
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。環

境
省
は
東
日
本
大
震
災

ひ
っ
ぱ
く

以
降
の
電
力
需
給
の
逼
迫
を

受
け
、
発
電
所
を
設
置
す
る

際
に
必
要
な
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
手
続
き
の
簡
素
化
を
打

ち
出
し
、
９
月
末
に
経
産
省

と
と
も
に
連
絡
会
議
を
立
ち

上
げ
た
。
今
年
８
月
に
当
時

の
細
野
豪
志
環
境
相
が
、
発

電
所
設
置
時
の
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
手
続
き
期
間
を
大
幅

に
短
縮
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
で
は
風
力
発
電
と
地
熱

発
電
に
つ
い
て
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
期
間
の
半
減
を
目
指

す
。
連
絡
会
議
は
年
内
に
も

議
論
の
取
り
ま
と
め
を
行
う

方
針
だ
。

国
土
交
通
省
は
、
中
小
水

力
発
電
の
普
及
に
向
け
て
大

き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
た
水

利
権
関
連
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
農
業
用
水
で
の
発
電
な

ど
に
つ
い
て
登
録
制
に
移
行

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

同
省
は
こ
の
ほ
か
に
も
水

利
権
関
連
で
一
層
の
規
制
緩

和
を
探
っ
て
お
り
、
事
業
者

な
ど
か
ら
は
開
発
促
進
に
向

け
た
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。農

林
水
産
省
は
再
生
エ
ネ

の
普
及
に
向
け
て
保
安
林
の

指
定
解
除
に
つ
い
て
の
要
件

を
緩
和
し
、
今
年
６
月
２９
日

に
都
道
府
県
な
ど
に
通
知
し

た
。
ま
た
、
手
続
き
の
複
雑

さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
農
地

法
な
ど
の
許
認
可
に
つ
い
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
方

針
を
打
ち
出
し
、
処
理
の
迅

速
化
を
目
指
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
、
太
陽
光

発
電
の
い
わ
ゆ
る
屋
根
貸
し

に
つ
い
て
電
気
主
任
技
術
者

の
選
任
義
務
を
大
き
く
緩
和

す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
規

制
緩
和
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
一
方
で
、
小
水
力
発
電

の
ダ
ム
水
路
主
任
技
術
者
選

任
義
務
の
よ
う
に
事
業
者
サ

イ
ド
が
「
規
制
強
化
」
と
受

け
取
る
動
き
も
あ
り
、
担
当

部
局
や
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
対
応
が
異
な
る
の
が

現
実
だ
。

各
省
と
も
、
再
生
エ
ネ
促

進
に
向
け
た
施
策
は
、
総
選

挙
終
了
後
の
新
政
権
発
足
に

合
わ
せ
て
具
体
化
さ
せ
る
構

え
で
、
新
政
権
で
再
生
エ
ネ

の
普
及
が
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
ら
れ
る
の
か
と
併
せ
、

注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

共共
同同
施施
工工
体体
制制
をを
構構
築築
へへ

大型洋上風力

新
日
鉄
住
金

エ
ン
ジ
と
鹿
島

年
商
２００
億
円
目
指
す

各省の再エネ
普 及 施 策

国
交
な
ど
規
制
緩
和
加
速

環
境
は
ア
セ
ス
簡
素
化
へ

道道
路路
用用

資資
材材
なな
どど

震震
災災
復復
旧旧
でで
需需
要要
急急
増増

耐久性や施工性優れる
農道・林道でも利用進む

③

鉄鋼スラグを利用した農道（左）と利用して
いない農道（右）

潮
来
市
な
ど
で
は
、
今
も
大
震
災
か
ら
の
復
旧
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る

鉄
鋼
ス
ラ
グ
で
舗
装
し
た
農
道
を
見
学
す
る
細
田
教
授

低
炭
素
／
環
境
管
理

（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行）平成24年（2012年）11月21日（水曜日）（3）




